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陳萬・著「中國古劇楽曲之研究」

「笛調」昔は「管色」といっていました。西洋音楽の調号（洋楽譜の音部記号

と拍子記号の間に書き、その曲の調子を示す記号。♯や♭などの変化記号を冒頭

に集めた変化記号群）に当たります。

明清時代の伝奇（戯曲の長いもの）の伴奏の中心は横笛（明笛）です。元の頃

の雑劇は主に絃索（琴・琵琶・胡弓など）でしたが、明代嘉靖の始め崑山（江蘇

省松江県の西北）の魏良輔が元の雑劇の伴奏を改良創案したのです （南曲）横。

笛は南曲が盛んになるにつれて絃索に取って代わり伴奏の中心となったのです。

我が国の笛は最も簡単な楽器です。第３孔が の音となっている「小工調」Do
の笛が習い易く、地位や教養のある人々が集まっています。

我が国の笛の材料は竹です。ですから、節の長いものや短いもの、内径の大き

さ、吹孔（歌口）から指孔の位置など同じものはありません。音の大きさもまち

まちなので独奏用としてしか使えません。笛２管の合奏になると、耳の肥えた人

々に不快感を与えます。そこで、市場のお店（市肆）で形の似た笛を選び出し、

一緒に吹いてみて同じ音の出る笛を探します。

町の中（坊間）で笛を作る職人は、学問上の理論を知らないので笛の大きさは

、 、 （ ） 。問題にせず 孔の位置も一定では無く 全ての孔の間隔は皆同じ 均孔笛 です

むろん何調の笛といってもその音階（律）は合いません。

筆者（私）は笛を数管持っています。その中で貴州玉屏で求めた一対の笛と、

他に数 年（或いは 年）を経た２管の笛を持っています。鄭氏の永嘉（温10 100
州＝浙江省永嘉県地方）笛と曽氏の崑（江蘇省松江県の西北）笛の２管です。そ

れらの笛は音質、音量、音色は異なりますが素晴らしい笛です。我が国で昔から

ある笛の手本だと言えましょう。

本書「中国古劇楽曲之研究」を推し進めるために、西洋の楽典と崑腔の笛（南

曲）の調号がどうなっているのかを調べることは重要な問題です。

笛の基準となる楽典について筆者（私）は「清史」の「律呂正義」下の巻１に

ある「姑洗笛」の（陽月用 「仲呂笛」の（陰月用）の図の「姑洗笛」の基準）、

となる造り方を選び、その音の高低と西洋音楽と関係を明らかにしたいと思いま

した。
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清朝初めの音楽は復古主義をとり楽器の尺度も黄帝の定めた黄帝尺を基準とし

ました 黄帝尺の 黄鐘 は９寸 清尺の７寸２分９厘に当たります 揚寛の 中。 「 」 、 。 「

國歴代尺度考」によりますと清の１尺はメートル法の３２糎に相当します。

筆者（私）はかって清朝の古代書画「石渠寶笈３篇」を所定の符号にしたがっ

て帳簿に記録するために記載されている画の寸法や重さを調べました。

厳格に言うと清の１尺は３１．８５９５７糎、黄帝の１尺は２５．８０６２５

糎ですが小数第５位でまとめました。ここでは、便宜上とりあえず清尺を３２糎

としました。

筆者（私）は上の尺寸表をよりどころに、調べた結果。清王朝時代に作られた

姑洗笛の内径は１．３９糎、各孔の誤謬は０．０１０糎にも満たないほど正確な

ものでした。

次の姑洗笛の図は「正工調」である。キリスト教の主教団の音楽の秘書李振邦

神父（国立芸専・中国文化学院音楽科教授）鉄琴（グロッケン）にようなもので

音程（二つの音の高低の差）を測定した。筆者（私）は、上手に笛を吹けないの

で音叉（音の調子をはかる器具、はがねや鉄でつくりＵ字形で柄がある）で調べ

ました。
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「正工調」の音階は、 （上 、 （尺 、♯ （工 、 （凡 、 （六或いLa Si Do Re Mi） ） ） ）

Fa Sol La Laは合 ♯ 五或いは四 ♯ 乙  略高 上に述べた音程は）、 （ ）、 （ ）、 （ 、 ）

大調（Ａ長調）であり清朝の音楽の制度で定めた姑洗笛「正工調」の正確な音程

である。この音の高さによってその他６つの調号が出来ます。

「清史」巻９６楽志（音楽について書きしるしたもの）２

音楽のきまり（楽典）転調の法則、四の音から四を始めると正調（即ち）正工

。 ） 。調である 先の姑洗笛の図の調 註 正工調の乙の音を四とすると乙字調

正工調の上の音を四とすると上字調、尺を四とすれば尺字調、工を四とすれば工

字調（即小工調 、凡を四とすれば凡字調、合を四とすれば合字調（即六字調））

となります （原書の句読点にはあやまりがあり解釈しにくかったので、現在の。

標點（明国８年に決められた句読点その他の符号に準じる。新式標點という）に

従った

この方式を考えてみると正工調の各音を基礎にして四の音を主音として正工調

以外の６調になおし、正工調の音名を調名とした。だから新しい四の音を正工調

の音名に合わして新しい調名としたのです。
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上の表を西洋の調に照らし合わせると、清の姑洗笛で吹奏する南曲（崑曲）中

。 。国・西洋の音の高さは完全に同じです 科学的に証明できたと言うべきでしょう

本書によって姑洗笛を我が国の標準の笛とする。これを否定することは出来な

。 。 （ ）いでしょう 南曲の標準笛であることはよくわかったことと思います 筆者 私

の管見（自分の狭い見解）が報いられない時は重ねて見解を述べます。

詳しくは出版予定である拙書（自分の著作を謙遜していう言葉 「清史楽志之）

研究」に笛の製作倫理と工芸のプロセスの中で述べます。

※ 陳萬・著「中國古劇楽曲の研究」 頁～ 意訳・玉木 繁157
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孔 位 ６ 孔 ５ 孔 ４ 孔 ３ 孔 ２ 孔 １ 孔 筒 音 西洋調

正工調 １ Ａ ７♯Ｇ ６♯Ｆ ５ Ｅ ４ Ｄ ３♯Ｃ ２ Ｂ Ａ調

合字調 ２ Ａ １ Ｇ ７♯Ｆ ６ Ｅ ５ Ｄ ４ Ｃ ３ Ｂ Ｇ調

凡字調 ３ Ａ ２ Ｇ １ Ｆ ７ Ｅ ６ Ｄ ５ Ｃ ４♭Ｂ Ｆ調

工字調 ４ Ａ ３♯Ｇ ２♯Ｆ １ Ｅ ７♯Ｄ ６♯Ｃ ５ Ｂ Ｅ調

尺字調 ５ Ａ ４ Ｇ ３ Ｆ ２ Ｅ １ Ｄ ７♯Ｃ ６ Ｂ Ｄ調

上字調 ６ Ａ ５ Ｇ ４ Ｆ ３ Ｅ ２ Ｄ １ Ｃ ７ Ｂ Ｃ調

乙字調 ７♯Ａ ６ Ｇ ５ Ｆ ４ Ｅ ３ Ｄ ２♯Ｃ １ Ｂ Ｂ調

中国音名 ＬＡ ＳＩ ＤＯ ＲＥ ＭＩ Ｆ ＳＯＬ

日本音名 イ ロ ハ ニ ホ へ ト

国際音名 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

中国階名 上 尺 工 凡 六・合 五・四 乙

６ ７数 字 符 ２ ３ ４ ５1


